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１ 開   催   日 2022年 ９月 ２２日 13:00～(15:00) 第４木曜日

　大阪工場内  ゆうゆう会館 ﾆﾃ

２ 参 加 人 数 ･男性８名・女性２名　 計１０名

３ 今回の季語 九月の季語全般　(季語重なりがないこと！)

４ 選句の結果

５ 講評・添削 披講； 東 さん

１) 語彙・表現良い句、見直すべき句
・風を受け揃いおじきの竹の春 ・万葉を赤紫で魅する秋

秋を表す表現です。 ・小鳥くる車にペタン「こんにちは」
⁂ 竹は秋に花を咲かせ冬の終わりに枯れていく。 ・届け経て戸籍謄本彼岸花

・露天湯に聞く川音や夜の秋 ・残暑バテ顎と腹出し涅槃像
”秋の夜” の表現が良いのでは ⁈ ・嵐去り竹林なびくか北の風

２) 助詞の使い方 ・朝つゆに友を追越す散歩道
・神域に入りし一歩の秋思かな ・菩提寺の施餓鬼法話の爽やかさ

⁂ 過去を表現する助詞です。 ・朝日さす下弦の月に虫の声

3) 季語無･季語間違い⁈･季語重なり❕ ・名月や故郷とシェアするうさぎ写メ

・河川敷に憩ふひととき小鳥来る ・河川敷に憩ふひととき小鳥来る
・小鳥くる車にペタン「こんにちは」

   ”北風”と勘違いし冬を感じる。

・嵐去り竹林なびくか北の風 ⇔ 秋嵐 去り 竹林なびくか吹き返し
季節を限定していない！ ⇒台風の”吹き返し”として表現しては❕

・満月に我が影もらうベランダや 変則(偏重)句 ⇔ 破調
秋の季語(大) 夏の季語(小) ⁂ 上五は・・・・。

・コスモスや見上げる空に鰯雲
秋の季語(大) 秋の季語(大)

４) 字数不足
・満月を愛でる妻の輝れし顔
　1字不足 ”愛でいる妻の”の表現では!?

６ 次回(＃52)開催日 2022年 １０月 ２７日  13:00～(15:00) 第４木曜日

兼題： 十月の季語全般 注1) 季語の無い句や季語重なりがないこと❕
注2) ”五七五”の17音(文字)を満足すること❕
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